














症」と定義している。人のメタボリックシンドローム  (MS) は近年の
食生活を中心とする生活環境の変化に伴い急速に表面化した。MS の









































(MDA)、 インスリン (INS)、 アディポネクチン (ADN) およびコーチゾ






 第 3 章では、肝リピドーシスを発症した BCS5 の猫において腹腔鏡
手術による肝生検を実施し、肝細胞の空砲化、脂肪蓄積を確認した。
脂肪変性した肝細胞中のリンゴ酸デヒドロゲナーゼ /乳酸デヒドロゲ





















謝状態を反映する M/L 比、脂質代謝状態を反映する HDL コレステロ
ール /LDL コレステロール比、トリグリセリド濃度などである。ホルモ
ンとしてインスリン、アディポネクチンの血中濃度の変動は診断マー





素であるスーパーオキシドジスムターゼ  (SOD) やグルタチオンペル








(Apoptosis Inhibitor of Macrophage, AIM) の開発が行われ、脂肪組織へ
直接投与する治療法の検討が進んでいる。腹腔鏡手術はこうした新し
い治療法の開発にも大きな貢献を果たす可能性が高い。今後、更に症
例数を増やし、犬や猫の肥満診断基準の策定、肥満予防法さらに治療
法の確立に繋げることを申請者は計画している。  
 
 以上のように、本論文は腹腔鏡手術が肥満の可視化を可能にし、早
期診断、組織生検のためのサンプル採取に有用で、将来的には薬剤投
与による肥満治療への応用も可能であることを明らかにした。これら
の成果は、学術上、応用上貢献するところが少なくない。  
よって審査委員一同は、本論文が博士（獣医学）の学位論文として十
分な価値を有するものと認め、合格と判定した。  
